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化学振動反応に対する界⾯ダイナミクス
の寄与を明らかにする。

化学振動反応⾃⼰駆動運動



上から⾒た実験の様⼦

横から⾒た実験の様⼦

LEDライト.  1〜15(a..u.)

振動の様⼦

相図([MO]=0mM)
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振動現象の分岐

[MO] = 10 mM
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[MO] = 0.0 mM

モノオレインを加えることにより、
分岐点が移動し振動する範囲が増加した。
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振動反応に対する界⾯効果
①Br2の拡散 ②Br2の界⾯化学反応
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①界⾯拡散
⽐表⾯積 ⼩→⼤ ⇨ 振動状態が定常状態
②界⾯化学反応
反応速度 ⼩→⼤ ⇨ 定常状態が振動状態



今後の展望

・より⼩さい系での実験検証を⾏う。
・臭素化合物の反応への寄与を解明する。

結論

・界⾯拡散の効果が⼤きい場合、振動状態が定常状態へと近づく。
・界⾯での反応速度が⼤きい場合、定常状態が振動状態へと近づく。

⽬的：化学振動反応に対する界⾯ダイナミクスの寄与を明らかにする。


